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生産性倍増に向けた取り組み状況
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火力発電設備における定期点検作業の効率化
東京電力フュエル＆パワー株式会社01

火力発電所の定期点検で行う作業を短時間かつ少人数で実施できるよう、実際の設備を模擬した設備（モックアップ設備）を使って工法

検討や訓練を行い、定期点検期間短縮のための効率化・作業時間短縮を実現しました。

溶接・検査での作業期間短縮

ボイラ熱交換用配管修理では、これまで作業箇所が上下にならないよう十分な安全距離

を確保して溶接・検査を実施していました。モックアップ設備を使い、事前に作業工法

や手順の最適化を行うことで、溶接・検査の集中的な同時併行作業が可能となり、作業

期間の短縮に繋がりました。

ボイラバーナー作業の効率化

ボイラに設置されているバーナーの点検作業は定期点検に合わせて実施しています。

モックアップ設備を用いて工法・手順の最適化を検証し、作業を効率化しています。

さらに、カイゼンした作業手順で着実に作業が実施できるようモックアップ設備で定

期点検前に訓練を行っています。

カイゼン

ポイント

と結果 モックアップ設備を使った工法検討・訓練を実施

作業期間 53日 38日（▲28%）

▲

1020人・分 211人・分（▲79%）

▲

1. 生産性倍増に向けた主な取り組み事例
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6万ボルト空気遮断器点検作業の効率化

02

6万ボルトの電気を入切する空気遮断器の定期点検について、限られた費用と作業員で効率的に運用出来るよう「外段取り」、「同

時併行作業」、「作業単位の磨き込み」のカイゼン3本柱を展開し、点検作業の効率化を実現しました。

東京電力パワーグリッド株式会社 工務部

カイゼン

ポイント

と結果

1. 生産性倍増に向けた主な取り組み事例

パッキンの圧縮永久ひ
ずみ率と空気圧力か
ら寿命を評価し、一
部パッキンの取替周
期を延伸

一人作業の拡大

14名体制/1日 6名体制/1日（▲57%の効率化を実現）

足場材の開発部品の一式交換部品の解体範囲縮小 仕様工具の整理

カイゼン

ポイント

と結果

一人作業の拡大足場材の開発部品の一式交換部品の解体範囲縮小 仕様工具の整理

「外段取り」、「同時併行作業」、「作業単位の磨き込み」のカイゼン3本柱を展開

▲

事前に分解・手入れ
・組立した予備部品
と現地で取替すること
により、作業時間を
短縮

アルミ素材による軽量
化や部品点数を削減
した足場材を新たに開
発し、搬出入、組立・
解体時間を短縮

これまで6名体制で実
施していた作業を、足
場上での分解・組立、
一人作業の拡大により
3名体制に削減

これまで共有で収納して
いた工具を整理し、個人
別に使用工具を分けて
携帯することで、作業毎
に工具を取りに行く手間
を削減
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東京電力パワーグリッド株式会社 配電部03

電柱建替工事の効率化

電柱を元の位置で建替する場合、掘削を要する仮電柱の設置が必要であり、総作業日数に5日を要していました。今回、配電工事会社と

協働して検討した「おもり式電柱元位置建替工具」の採用によって、仮電柱設置を省略し、▲74%の作業時間短縮を実現しました。

カイゼン

ポイント

と結果 作業効率化に向けて「おもり式電柱元位置建替工具」を採用

元位置の電柱建替工事工程 おもり式電柱元位置建替工具の採用

総作業日数5日・総作業時間19時間32分 総作業日数1日・総作業時間5時間11分
（▲74％の短縮を実現）

・仮電柱の設置省略により、掘削省略、大幅な
工程短縮が図れる
（仮電柱の設置・撤去には掘削が必要）

・ 電柱に支持している電線の移設（取付・取
外）作業が縮小化

▲

電線移設工法の効率化

ｶｲｾﾞﾝ後

・おもり式電柱元位置建替工具の採用により，
電線移設工法を見直し

[従 来] 電線を完全に固定

[ｶｲｾﾞﾝ後]  U字フックへ電線を仮固定

従 来

完全固定

U字フックへ仮固定
おもり式電柱元位置
建替工具の採用によ
り省略

おもり式電柱元位置
建替工具の採用によ
り省略

おもり式電柱元位置建
替工具の採用による工
程短縮、ならびに電線
仮移設工法の適用によ
る効率化

電線移設 電線移設

1. 生産性倍増に向けた主な取り組み事例
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2016年度のコスト削減実績は7,673億円であり、「新・総特」目標（3,589億円）を4,084億円超過達成しました。

2016年度のコスト削減実績と施策別内訳

56,000

52,000

0

54,000

実績

48,787

(3,922)

中止・規模減

(3,751)

56,460

(億円)

単価減

LNG・石炭火力の稼働率向上(▲695)
保全高度化による点検・補修周期の見直し（▲240）
設備投資削減による減価償却費の減（▲483）

価格交渉等による燃料単価の引き下げ（▲652）
経済性に優れる電源（自家発・IPP等）の活用（▲103）
実質的な競争調達環境の実現による取引価格の低減(▲815)
子会社・関連会社と協働したコスト削減への取組みによる取引価格の低減(▲652)

２. 経営合理化の取り組み状況

震災前水準

電気事業営業費用

コスト削減実績
7,673億円

50,000
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競争調達比率拡大・主要子会社のコスト削減実績

競争調達比率の実績

2010年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

2016年度の競争調達比率は、料金査定時にお約束した60%以上とする目標を、2015年度に続き達成しております。
主要子会社のコスト削減額は、2016年度「新・総特」目標343億円に対し323億円超過達成しました。

主要子会社のコスト削減実績

343 343
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2015年度

目標 実績
2016年度

目標 実績

+323億円

２. 経営合理化の取り組み状況
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要員効率化について

要員効率化の実績

要員数(人)

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

うち廃炉、賠償・復興推進

（参考）
1995
年度末

2011
年度期初

43,800

39,629

35,723
33,853 33,550

2013
年度末

2014
年度末

2015
年度末

2021
年度末

（総特計画）

34,500

「総特」における10年間の人員削減計画を前倒しで達成した以降も、継続して効率的な事業運営に取り組んでおります。

２. 経営合理化の取り組み状況

2016
年度末

33,197


